
◆ 科目名 基礎看護学Ⅹ 単位数（１）・科目時間数（ ３０ ）時間 

単元名  看護過程 単元時間 ２０H 開講時期２０２４年４月予定 講師名 鹿澤 京子 

単元名  看護研究 単元時間 １０H 開講時期２０２４年 11月予定 講師名 粕谷 なつ子 

【科目目標】 

１．看護の視点に基づいて看護過程のアセスメント、看護診断、看護計画、実施、評価の一連の過

程を理解し、基本的な看護過程の展開ができる。 

２．看護研究の意義を理解し、看護研究の展開方法を理解できる。 

 【授業内容】  

 ＜看護過程＞ 

１．看護過程展開の技術 

 １）看護過程の概念 

 ２）看護過程とは 

 ３）看護過程の考え方 

  （１）問題解決法 

  （２）臨床推論 

  （３）臨床判断 

 ４）看護診断とは 

 

２．看護過程の構成要素 

 １）アセスメント 

  （１）アセスメントの意義とプロセス 

  （２）データの収集 

  （３）データの確認 

  （４）データの整理 

  （５）データの分析 

  （６）関連因子・危険因子の 

アセスメント 

  （７）強みのアセスメント 

２）全体像の把握と仮診断 

  （１）全体像とは 

  （２）全体像を把握する必要性 

  （３）全体像の目的 

  （４）全体像を捉える視点 

  （５）全体像の描き方 

  （６）仮診断 

 

３．看護診断の意義、定義、診断プロセス 

 １）仮診断の検証 

 ２）看護診断の構成要素 

 ３）診断のタイプ 

４）看護診断の記述 

 ５）看護診断基準との照合 

 

 

 

 

 

４．看護計画 

１）計画の意義とプロセス 

２）優先順位 

３）目標の設定 

 ４）計画（具体策）の立案 

 

５．実施 

 

６．評価 

 １）評価の意義 

 ２）評価のプロセス 

 ３）評価基準の設定 

 ４）評価方法 

 ５）評価と目標の関連 

 ６）計画の評価、修正 

 

７．看護過程と実習記録 

 

８．看護過程の事例展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ＜看護研究＞ 

 

１．看護研究の概念 

 １）看護研究とは 

 ２）定義・意義・目的 

 ３）看護学生における看護研究の意義 

 

２．研究の種類と方法 

 １）記述式研究 

 ２）実験的研究 

 ３）事例研究 

 ４）文献研究 

 ５）データ収集法 

  （１）質問紙調査法 

  （２）面接法 

  （３）観察法 

 

３．文献 

 １）定義・種類 

 ２）文献活用の意義 

 ３）検索方法 

  （１）マニュアル検索法 

  （２）コンピューター検索法 

 ４）文献の読み方 

 ５）文献の意義 

 ６）文献の整理と方法 

 

 

４．看護研究の方法 

 １）テーマの選び方 

 ２）動機・目的 

 ３）仮説 

 ４）研究計画書の作成 

 ５）実施 

 ６）まとめ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．論文のまとめ方 

 １）テーマ 

 ２）はじめに 

 ３）事例紹介 

 ４）結果 

 ５）考察 

 ６）結論 

 ７）おわりに 

 ８）引用・参考文献 

 

６．看護研究とモラル 

 １）ニュールンゲルグ綱領 

 ２）ヘルシンキ宣言 

 ３）インフォームドコンセント 

 ４）倫理的配慮 

 

 

 【評価方法】 

筆記試験またはレポート 

 

教科書・参考書等 

系統看護学講座 専門分野 看護学概論 基礎看護学 ① 医学書院 

系統看護学講座 専門分野 基礎看護技術Ⅰ 基礎看護学 ② 医学書院 

系統看護学講座 別巻 看護研究  医学書院 

看護診断ハンドブック 第 12 版 医学書院 



 


